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（財）財務会計基準機構会員

 平成１７年３月期  個別中間財務諸表の概要 
平成１６年１１月２４日 

会 社 名  株式会社 福邦銀行 本社所在都道府県   福井県 

（URL http://www.fukuho.co.jp） 
代表者 役職名 取締役頭取 氏名 三 田 村  俊 文 
問合せ先 責任者役職名 常務取締役 氏名 米 谷  正 弘 

TEL (0776)-21-2500 
中間決算取締役会開催日 平成 16年 11月 22日 中間配当制度の有無 有 
中間配当開始日 平成 16年 12月 08日 単元株制度採用の有無 有（１単元 1,000株） 
 
１．16年 9月中間期の業績（平成 16年 4月 1日～平成 16年 9月 30日） 
（１）経営成績 (注) 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 

 経 常 収 益 経 常 利 益 中間（当期）純利益 １株当たり中間 
（ 当 期 ） 純 利 益 

 百万円  ％ 百万円  ％  百万円  ％  円  銭  
16 年 9 月中間期 5,828 △ 3.0  635 △ 41.5  101 △ 81.3  3  19  
15 年 9 月中間期 6,009 2.1  1,084  67.5  542  128.9  17  05  
1 6 年 3 月 期 11,653    226    204    5  82  
 (注)１．期中平均株式数 16年 9月中間期 31,775,810株 15年 9月中間期 31,781,548株 16年 3月期 31,780,780株 
 ２．会計処理の方法の変更 無  
 ３．経常収益、経常利益、中間（当期）純利益におけるパーセント表示は、対前年中間期増減率 

 
（２）配当状況  

 １ 株 当 た り 
中 間 配 当 金 

１株当たり 
年間配当金  

 円  銭  円  銭   
16 年 9 月中間期 2  50  ―――  
15 年 9 月中間期 2  50  ―――  
1 6 年 3 月 期 ――― 5  00   
 (注) 16年 9月中間期中間配当金内訳 記念配当 － 円 － 銭 特別配当 － 円 － 銭  
 
（３）財政状態  

 総 資 産 株 主 資 本 株主資本比率 1 株 当 た り 
株 主 資 本 

自 己 資 本 比 率 
（ 国 内 基 準 ） 

  百万円  百万円  ％ 円 銭   % 
16 年 9 月中間期 475,740  22,069  4.6  694 56  9.04  
15 年 9 月中間期 465,910  22,008  4.7  692 51  9.07  
1 6 年 3 月 期 469,366  22,138  4.7  696 07  8.94  

    (注) １．期末発行済株式数 16年 9月中間期 31,800,000株 15年 9月中間期 31,800,000株 16年 3月期 31,800,000株 
２．期末自己株式数 16年 9月中間期   25,441株 15年 9月中間期   18,767株 16年 3月期   23,249株 

 
 
２．17年 3月期の業績予想（平成 16年 4月 1日～平成 17年 3月 31日） 

１株当たり年間配当金  経 常 収 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
期  末  

  百万円  百万円  百万円 円 銭 円 銭 
通 期 11,100  1,460  670  2 50 5 00 
（参考）1株当たり予想当期純利益（通期） 20円 47銭 

※ 業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後様々な

要因によって異なる結果となる可能性があります。 
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個別中間財務諸表等 

１．中間貸借対照表 

（資産の部）                                  （金額単位：百万円） 

当中間会計期間末（A）
（平成16年9月30日） 

前中間会計期間末（B） 
（平成15年9月30日） 

前事業年度末要約（C）
（平成16年３月31日） 

期  別 

 

科  目 
金 額 構成比 金 額 構成比 

 
比 較 

 
（A）－（B） 

金 額 構成比 

 
比 較 

 
（A）－（C） 

現 金 預 け 金 28,332 5.96 22,853 4.90 5,479 24,482 5.22 3,850 

コ ー ル ロ ー ン 444 0.09 189 0.04 255 147 0.03 296 

買 入 金 銭 債 権 － － 500 0.11 △ 500 － － － 

商 品 有 価 証 券 122 0.02 212 0.05 △  90 70 0.02 52 

有 価 証 券 96,028 20.19 92,064 19.76 3,964 93,656 19.95 2,372 

貸 出 金 340,094 71.49 336,942 72.32 3,152 339,911 72.42 182 

外 国 為 替 270 0.06 177 0.04 93 297 0.06 △  26 

そ の 他 資 産 2,314 0.49 1,810 0.39 503 1,792 0.38 521 

動 産 不 動 産 6,341 1.33 6,525 1.40 △ 184 6,500 1.38 △  158 

繰 延 税 金 資 産 4,635 0.97 4,514 0.97 121 4,727 1.01 △  91 

支 払 承 諾 見 返 5,498 1.15 6,436 1.38 △ 937 6,125 1.31 △  626 

貸 倒 引 当 金 △ 8,343 △ 1.75 △ 6,317 △ 1.36 △ 2,026 △ 8,345 △ 1.78 2 

資 産 の 部 合 計 475,740 100.00 465,910 100.00 9,830 469,366 100.00 6,373 

 

 

（負債及び資本の部）                              （金額単位：百万円） 

当中間会計期間末（A）
（平成16年9月30日） 

前中間会計期間末（B） 
（平成15年9月30日） 

前事業年度末要約（C）
（平成16年３月31日） 

期  別 

 

科  目 
金 額 構成比 金 額 構成比 

 
比 較 

 
（A）－（B） 

金 額 構成比 

 
比 較 

 
（A）－（C） 

預 金 440,794 92.66 430,196 92.34 10,598 431,257 91.88 9,537 

譲 渡 性 預 金 2,250 0.47 2,100 0.45 150 3,800 0.81 △ 1,550 

外 国 為 替 － － 0 0.00 △  0 5 0.00 △   5 

そ の 他 負 債 2,774 0.58 2,285 0.49 488 3,678 0.78 △  904 

賞 与 引 当 金 385 0.08 421 0.09 △  36 421 0.09 △  36 

退 職 給 付 引 当 金 1,162 0.24 1,628 0.35 △ 465 1,108 0.23 54 

再 評 価 に 係 る 繰 延 税 金 負 債 805 0.17 832 0.18 △  27 832 0.18 △  27 

支 払 承 諾 5,498 1.16 6,436 1.38 △ 937 6,125 1.31 △  626 

負 債 の 部 合 計 453,671 95.36 443,901 95.28 9,769 447,228 95.28 6,442 

資 本 金 4,300 0.90 4,300 0.92 － 4,300 0.92 － 

資 本 剰 余 金 3,256 0.68 3,256 0.70 － 3,256 0.69 － 

資 本 準 備 金 3,256  3,256  － 3,256  － 

利 益 剰 余 金 12,729 2.68 13,103 2.81 △ 373 12,686 2.70 43 

利 益 準 備 金 738  702  35 718  20 

任 意 積 立 金 9,759  9,759  － 9,759  － 

中間（当期）未処分利益 2,232  2,642  △ 409 2,209  23 

土 地 再 評 価 差 額 金 1,186 0.25 1,226 0.26 △  40 1,226 0.26 △  40 

そ の 他 有 価 証 券 評 価 差 額 金 607 0.13 129 0.03 478 678 0.15 △  70 

自 己 株 式 △  11 △0.00 △  8 △0.00 △  3 △  10 △0.00 △   0 

資 本 の 部 合 計 22,069 4.64 22,008 4.72 60 22,138 4.72 △  68 

負債及び資本の部合計 475,740 100.00 465,910 100.00 9,830 469,366 100.00 6,373 
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２．中間損益計算書 

(金額単位：百万円) 

当中間会計期間（A） 
自 平成16年４月１日 
至 平成16年９月30日 

前中間会計期間（B） 
自 平成15年４月１日 
至 平成15年９月30日 

前事業年度要約 
自 平成15年４月１日 
至 平成16年３月31日 

期  別 

 

科  目 金  額 百分比 金  額 百分比 

 
比較 

 

（A）－（B） 金  額 百分比 

経 常 収 益 5,828 100.00 6,009 100.00 △ 180 11,653 100.00 

資 金 運 用 収 益 4,576  4,757  △ 181 9,468  

( う ち 貸 出 金 利 息 ) （ 3,936 ）  （ 3,965 ）  （ △ 28 ） （ 8,008 ）  

(うち有価証券利息配当金 ) （ 619 ）  （ 779 ）  （ △ 159 ） （ 1,438 ）  

役 務 取 引 等 収 益 545  509  36 1,026  

そ の 他 業 務 収 益 317  458  △ 141 663  

そ の 他 経 常 収 益 389  283  105 493  

経 常 費 用 5,193 89.10 4,924 81.95 269 11,426 98.06 

資 金 調 達 費 用 186  248  △ 61 463  

( う ち 預 金 利 息 ) （ 182 ）  （ 243 ）  （ △ 60 ） （ 454 ）  

役 務 取 引 等 費 用 438  394  43 804  

そ の 他 業 務 費 用 41  253  △ 211 334  

営 業 経 費 3,328  3,315  12 6,572  

そ の 他 経 常 費 用 1,198  712  485 3,252  

経 常 利 益 635 10.90 1,084 18.05 △ 449 226 1.94 

特 別 利 益 20 0.35 35 0.59 △ 14 753 6.46 

特 別 損 失 80 1.38 152 2.54 △ 72 429 3.68 

税引前中間（当期）純利益 575 9.87 967 16.10 △ 392 549 4.72 

法人税、住民税及び事業税 361 6.20 563 9.37 △ 201 1,068 9.17 

法 人 税 等 調 整 額 112 1.93 △ 137 △ 2.29 250 △ 723 △ 6.20 

中 間 （ 当 期 ） 純 利 益 101 1.74 542 9.02 △ 440 204 1.75 

前 期 繰 越 利 益 2,090  2,130  △ 40 2,130  

土地再評価差額金取崩額 40  △  30  70 △  30  

中 間 配 当 額 －  －  － 79  

中間配当に伴う利益準備金積立額 －  －  － 15  

中間（当期）未処分利益 2,232  2,642  △ 409 2,209  
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中間財務諸表作成のための基本となる重要な事項 

 

１．商品有価証券の評価基準及び評価方法 

商品有価証券の評価は、時価法（売却原価は主として移動平均法により算定）により行っております。 

２．有価証券の評価基準及び評価方法 

有価証券の評価は、満期保有目的の債券については移動平均法による償却原価法（定額法）、子会社株式及

び関連会社株式については移動平均法による原価法、その他有価証券のうち時価のあるものについては、中間

決算日の市場価格等に基づく時価法（売却原価は主として移動平均法により算定）、時価のないものについては、

移動平均法による原価法又は償却原価法により行っております。 

なお、その他有価証券の評価差額については、全部資本直入法により処理しております。 

３．デリバティブ取引の評価基準及び評価方法 

デリバティブ取引の評価は、時価法により行っております。 

４．固定資産の減価償却の方法 

（1）動産不動産 

動産不動産は、定率法（ただし、平成10年４月１日以後に取得した建物（建物附属設備を除く。）について

は定額法）を採用し、年間減価償却費見積額を期間により按分し計上しております。 

なお、主な耐用年数は次のとおりであります。 

建物：３年～５０年 

動産：２年～２０年 

（2）ソフトウェア 

自社利用のソフトウェアについては、行内における利用可能期間（５年）に基づく定額法により償却してお

ります。 

５．引当金の計上基準 

（1）貸倒引当金 

貸倒引当金は、予め定めている償却・引当基準に則り、次のとおり計上しております。 

破産、特別清算等法的に経営破綻の事実が発生している債務者（以下「破綻先」という。）に係る債権及び

それと同等の状況にある債務者（以下「実質破綻先」という。）に係る債権については、以下のなお書きに記載

されている直接減額後の帳簿価額から、担保の処分可能見込額及び保証による回収可能見込額を控除し、その

残額を計上しております。また、現在は経営破綻の状況にないが、今後経営破綻に陥る可能性が大きいと認め

られる債務者に係る債権については、債権額から、担保の処分可能見込額及び保証による回収可能見込額を控

除し、その残額のうち、債務者の支払能力を総合的に判断し必要と認める額を計上しております。上記以外の

債権については、過去の一定期間における貸倒実績から算出した貸倒実績率等に基づき計上しております。 

すべての債権は、資産の自己査定基準に基づき、営業関連部署が資産査定を実施し、当該部署から独立した

資産監査部署が査定結果を監査しており、その査定結果に基づいて上記の引当を行っております。 

なお、破綻先及び実質破綻先に対する担保・保証付債権等については、債権額から担保の評価額及び保証に

よる回収が可能と認められる額を控除した残額を取立不能見込額として債権額から直接減額しており、その金

額は6,695百万円であります。 

（2）賞与引当金 

賞与引当金は、従業員への賞与の支払いに備えるため、従業員に対する賞与の支給見込額のうち、当中間会

計期間に帰属する額を計上しております。 

（3）退職給付引当金 

退職給付引当金は、従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務及び年金資産の見

込額に基づき、当中間会計期間末において発生していると認められる額を計上しております。また、数理計算

上の差異の費用処理方法は以下のとおりであります。 

数理計算上の差異：各発生年度の従業員の平均残存勤務期間内の一定の年数（10年）による定額法によ

り按分した額を、それぞれ発生の翌事業年度から費用処理 

なお、会計基準変更時差異（1,122百万円）については、5年による按分額を費用処理することとし、そ

の最終年度にあたる当中間会計期間においては、厚生年金基金の代行返上を実施した前期末での未処理額

である107百万円に12分の６を乗じた額を計上しております。 
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６．リース取引の処理方法 

リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リース取引については、通常

の賃貸借取引に準じた会計処理によっております。 

７．ヘッジ会計の方法 

為替変動リスク・ヘッジ 

外貨建金融資産・負債から生じる為替変動リスクに対するヘッジ会計の方法は、「銀行業における外貨建取

引等の会計処理に関する会計上及び監査上の取扱い」（日本公認会計士協会業種別監査委員会報告第25号）に

規定する繰延ヘッジによっております。 

ヘッジ有効性評価の方法については、外貨建金銭債権債務等の為替変動リスクを減殺する目的で行う為替ス

ワップ取引をヘッジ手段とし、ヘッジ対象である外貨建金銭債権債務等に見合うヘッジ手段の外貨ポジション

相当額が存在することを確認することによりヘッジの有効性を評価しております。 

８．消費税等の会計処理 

消費税及び地方消費税（以下、消費税等という。）の会計処理は、税抜方式によっております。ただし、動

産不動産に係る控除対象外消費税等は当中間会計期間の費用に計上しております。 

 

 

追加情報 

（外形標準課税）  

「地方税法の一部を改正する法律」（平成15年３月法律第９号）が平成15年３月31日に公布され、平成16年

４月１日以後開始する事業年度より法人事業税に係る課税標準の一部が「付加価値額」及び「資本等の金額」

に変更されることになりました。これに伴い、「法人事業税における外形標準課税部分の損益計算書上の表示

についての実務上の取扱い」（企業会計基準委員会実務対応報告第12号）に基づき、「付加価値額」及び「資本

等の金額」に基づき算定された法人事業税について、当中間会計期間から中間損益計算書中の「営業経費」に

含めて表示しております。 

 

 

注記事項 

（貸借対照表関係） 
１．子会社の株式及び出資額総額 

20百万円 

なお、本項の子会社は、銀行法第２条第８項に規定する子会社であります。 

２．貸出金のうち、破綻先債権額は1,850百万円、延滞債権額は16,762百万円であります。 

なお、破綻先債権とは、元本又は利息の支払の遅延が相当期間継続していることその他の事由により元本又

は利息の取立て又は弁済の見込みがないものとして未収利息を計上しなかった貸出金（貸倒償却を行った部分

を除く。以下「未収利息不計上貸出金」という。）のうち、法人税法施行令（昭和40年政令第97号）第96条第

１項第３号のイからホまでに掲げる事由又は同項第４号に規定する事由が生じている貸出金であります。 

また、延滞債権とは、未収利息不計上貸出金であって、破綻先債権及び債務者の経営再建又は支援を図るこ

とを目的として利息の支払を猶予した貸出金以外の貸出金であります。 

３．貸出金のうち、３カ月以上延滞債権額は399百万円であります。 

なお、３カ月以上延滞債権とは、元本又は利息の支払が、約定支払日の翌日から３月以上遅延している貸出

金で破綻先債権及び延滞債権に該当しないものであります。 

４．貸出金のうち、貸出条件緩和債権額は7,969百万円であります。 

なお、貸出条件緩和債権とは、債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として、金利の減免、利息の支

払猶予、元本の返済猶予、債権放棄その他の債務者に有利となる取決めを行った貸出金で破綻先債権、延滞債

権及び３カ月以上延滞債権に該当しないものであります。 

５．破綻先債権額、延滞債権額、３カ月以上延滞債権額及び貸出条件緩和債権額の合計額は26,982百万円であり

ます。 

なお、上記２．から５．に掲げた債権額は、貸倒引当金控除前の金額であります。 
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６．手形割引は、「銀行業における金融商品会計基準適用に関する会計上及び監査上の取扱い」（日本公認会計士

協会業種別監査委員会報告第24号）に基づき金融取引として処理しております。これにより受け入れた商業手

形及び買入外国為替は、売却又は（再）担保という方法で自由に処分できる権利を有しておりますが、その額

面金額は13,002百万円であります。 

７．担保に供している資産は次のとおりであります。 

為替決済、資金決済、日銀共通取引等の担保あるいは裁判供託金、先物取引証拠金の代用として、有価証券

18,751百万円及び預け金10百万円を差し入れております。 

なお、動産不動産のうち保証金権利金は200百万円であります。 

８．当座貸越契約及び貸付金に係るコミットメントライン契約は、顧客からの融資実行の申し出を受けた場合に、

契約上規定された条件について違反がない限り、一定の限度額まで資金を貸付けることを約する契約でありま

す。これらの契約に係る融資未実行残高は、37,141百万円であります。このうち契約残存期間が１年以内のも

のが34,982百万円あります。 

なお、これらの契約の多くは、融資実行されずに終了するものであるため、融資未実行残高そのものが必ず

しも当行の将来のキャッシュ・フローに影響を与えるものではありません。これらの契約の多くには、金融情

勢の変化、債権の保全及びその他相当の事由があるときは、当行が実行申し込みを受けた融資の拒絶又は契約

極度額の減額をすることができる旨の条項が付けられております。また、契約時において必要に応じて不動

産・有価証券等の担保を徴求するほか、契約後も定期的に予め定めている行内手続に基づき顧客の業況等を把

握し、必要に応じて契約の見直し、与信保全上の措置等を講じております。 

９．動産不動産の減価償却累計額 

4,077百万円 

10．動産不動産の圧縮記帳額 

66百万円 

（当中間会計期間圧縮記帳額 ―百万円） 

11．土地の再評価に関する法律（平成10年３月31日公布法律第34号）に基づき、事業用の土地の再評価を行い、

評価差額については、当該評価差額に係る税金相当額を「再評価に係る繰延税金負債」として負債の部に計上

し、これを控除した金額を「土地再評価差額金」として資本の部に計上しております。 

再評価を行った年月日 

平成11年３月31日 

同法律第３条第３項に定める再評価の方法 

土地の再評価に関する法律施行令（平成10年３月31日公布政令第119号）第２条第３号に定める土地課

税台帳に登録されている価格に基づいて、奥行価格補正等合理的な調整を行って算出。 

同法律第10条に定める再評価を行った事業用土地の当中間会計期間末における時価の合計額と当該事業用

土地の再評価後の帳簿価額の合計額との差額 

1,336百万円 

12．取締役及び監査役に対する金銭債権総額 

28百万円 

 

 

（損益計算書関係） 

１．減価償却実施額は下記のとおりであります。 

建物・動産  73百万円 

その他     2百万円 

２．その他経常費用には、貸倒引当金繰入額1,011百万円を含んでおります。 

３．特別損失には、退職給付会計導入に伴う会計基準変更時差異の費用処理額53百万円を含んでおります。 

 
 
 
有価証券関係 

子会社株式及び関連会社株式で時価のあるもの 
該当ありません。 
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Ⅰ 平成 16年度中間期決算の概況 
１．損益状況 【単体】                               （百万円） 

16年中間期  15年中間期  
 15年中間期比  

業 務 粗 利 益  4,772 △ 56  4,828 
（ 除 く 債 券 関 係 損 益 ）  4,475 △ 45  4,520 

 国 内 業 務 粗 利 益  4,675 △ 53  4,729 
 （ 除 く 債 券 関 係 損 益 ）  4,377 △ 43  4,421 
  資 金 利 益  4,278 △ 138  4,416 
  役 務 取 引 等 利 益  101 △ 4  105 
  そ の 他 業 務 利 益  296  88  207 
  （ う ち 債 券 関 係 損 益 ）  297 △ 10  308 
  （ う ち 金 融 派 生 商 品 損 益 ） △ 6  85 △ 92 
 国 際 業 務 粗 利 益 97 △ 2  99 
 （ 除 く 債 券 関 係 損 益 ） 97 △ 2  99 
  資 金 利 益  111 18  92 
  役 務 取 引 等 利 益  6 △ 2  8 
  そ の 他 業 務 利 益 △ 20 △ 18 △ 2 
  （ う ち 債 券 関 係 損 益 ）  －  －  － 
  （ う ち 金 融 派 生 商 品 損 益 ）  －  －  － 
経 費 （ 除 く 臨 時 処 理 分 ）  3,305 △ 9  3,315 

 人 件 費  1,802 △ 117  1,919 
 物 件 費  1,352  91  1,261 
 税 金  150  16  134 
業務純益（一般貸倒引当金繰入前）  1,466 △ 46  1,513 

 除 く 債 券 関 係 損 益  1,169 △ 35  1,204 
 ① 一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額 △ 103 △ 384  280 
業 務 純 益  1,570  337  1,232 

 う ち 債 券 関 係 損 益  297 △ 10  308 
臨 時 損 益 △ 934 △ 787 △ 147 

 ② 不 良 債 権 処 理 額  1,135  890  244 
  貸 出 金 償 却  20  13  7 
  個 別 貸 倒 引 当 金 繰 入 額  1,114  877  236 
  貸 出 金 売 却 損  －  －  － 
 （貸倒償却引当費用①＋②＋③）  1,017  491  525 
 株 式 等 損 益 （ 3 勘 定 尻 ）  199 △ 20  219 
 そ の 他 臨 時 損 益  0  123 △ 122 
経 常 利 益  635 △ 449  1,084 
特 別 損 益 △ 60  57 △ 117 

 う ち 動 産 不 動 産 処 分 損 益 △ 22 △ 48  26 
 うち退職給付会計導入変更時差異  53 △ 58  112 
 ③ う ち 貸 倒 引 当 金 繰 入 額 △ 14 △ 14  － 
税 引 前 中 間 純 利 益  575 △ 392  967 
法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税  361 △ 201  563 
法 人 税 等 調 整 額  112  250 △ 137 
中 間 純 利 益  101 △ 440  542 
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2 ． 業 務 純 益   【 単 体 】   （百万円） 
16年中間期  15年中間期  

 15年中間期比  
業 務 純 益 （ 一 般 貸 倒 繰 入 前 ）  1,466 △ 46  1,513 

 職 員 一 人 当 た り （ 千 円 ）  2,533 △ 140  2,673 
業 務 純 益  1,570  337  1,232 

 職 員 一 人 当 た り （ 千 円 ）  2,711  534  2,177 

 
3 ． 損 益 状 況  【 連 結 】   （百万円） 

16年中間期  15年中間期  
 15年中間期比  

連 結 粗 利 益  4,772 △ 56  4,828 
 資 金 利 益  4,389 △ 120  4,509 
 役 務 取 引 等 利 益  107 △ 7  114 
 そ の 他 業 務 利 益  275  70  204 
営 業 経 費  3,330  16  3,314 
貸 倒 償 却 引 当 等 費 用  1,032  506  525 

 一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額 △ 103 △ 384  280 
 個 別 貸 倒 引 当 金 繰 入 額  1,114  877  236 
 貸 出 金 償 却  20  13  7 
 貸 出 金 売 却 損  －  －  － 
株 式 等 関 係 損 益  200 △ 10  210 
持 分 法 に よ る 投 資 損 益  10  3  7 
そ の 他  23  133 △ 110 
経 常 利 益  643 △ 452  1,096 
特 別 損 益 △ 60  57 △ 117 
税 金 等 調 整 前 中 間 純 利 益  583 △ 394  978 
法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税  359 △ 203  563 
法 人 税 等 調 整 額  111  249 △ 137 
少 数 株 主 利 益  －  －  － 
中 間 純 利 益  113 △ 440  553 
（注）連結粗利益＝（資金運用収益－資金調達費用）＋（役務取引等収益－役務取引等費用）＋ 

（その他業務収益－その他業務費用） 

 

（参考）   （百万円） 
16年中間期  15年中間期  

 15年中間期比  
連 結 業 務 純 益  1,567  334  1,233 
（注）連結業務純益＝連結粗利益－営業経費 (除く臨時処理分)－一般貸倒引当金繰入額 

 

 

（ 連 結 対 象 会 社 数 ）   （社） 
16年中間期  15年中間期  

 15年中間期比  
連 結 子 会 社 数  2  －  2 
持 分 法 適 用 会 社 数  1  －  1 
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４．利鞘（国内業務部門） 【単体】                          （％） 

16年中間期  15年中間期  
 15年中間期比  

資 金 運 用 利 回 （Ａ）  1.98 △ 0.09  2.07 
 貸 出 金 利 回  2.36 △ 0.02  2.38 
 有 価 証 券 利 回  1.17 △ 0.38  1.55 
資 金 調 達 原 価 （Ｂ）  1.59 △ 0.02  1.61 

 預 金 等 利 回  0.08 △ 0.03  0.11 
 外 部 負 債 利 回  －  －  － 
総 資 金 利 鞘 （Ａ）－（Ｂ）  0.39 △ 0.07  0.46 

 

 

 

５．ＲＯＥ【単体】   （％）

16年中間期  15年中間期  
 15年中間期比  

業 務 純 益 ベ ー ス  13.23 △ 0.37  13.60 
（ 一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 前 ）      
業 務 純 益 ベ ー ス  14.16 3.08  11.08 
当 期 純 利 益 ベ ー ス  0.91 △ 3.96  4.87 
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６．有価証券関係損益 【単体】                            （百万円） 

16年中間期  15年中間期  
 15年中間期比  

債 券 関 係 損 益  297 △ 10  308 
 国 債 等 債 券 売 却 益  312 △ 146  458 
 国 債 等 債 券 売 却 損  14 △ 135  149 
 国 債 等 債 券 償 却  ―  ―  ― 
株 式 関 係 損 益  199 △ 20  219 

 株 式 等 売 却 益  327  77  250 
 株 式 等 売 却 損  127  100  27 
 株 式 等 償 却  ― △ 2  2 

 

○減損処理基準 

時価の下落率 減損処理基準 
時価の下落率が３０％以上の銘柄 一律減損処理 

 

 

 

７．有価証券の評価損益 【単体】 

 

①有価証券の評価基準 

売買目的有価証券 時価法（評価差額を損益処理） 
満期保有目的有価証券 償却原価法 
その他有価証券 時価法（評価差額を全部資本直入） 
子会社株式 原価法 

 

 

 

②評価損益【単体】                                 （百万円） 
16年 9月末 16年 3月末 

評 価 損 益   評 価 損 益  
   

 

 前期比 
評価益 評価損 

 
評価益 評価損 

 満期保有目的 286 △  34 311 25 321 343 21 
 子会社株式 ― ― ― ― ― ― ― 
 その他有価証券 1,020 △ 119 2,040 1,019 1,140 2,324 1,183 
合  計 1,307 △ 154 2,352 1,045 1,461 2,667 1,205 
  株式 959 △ 191 989 29 1,151 1,173 22 
  債券 352 214 1,047 694 138 1,076 938 
  その他 △  5 △ 178 315 320 172 416 244 
（注）「その他有価証券」については、時価評価しておりますので、上記の表上は、貸借対照表計上額と取得価額との

差額を計上しております。 
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８．自己資本比率（国内基準） 

【単体】                                     （百万円） 
16年 9月末   16年 3月末 15年 9月末  

 16年 3月末比 15年 9月末比   

自 己 資 本 比 率 9.04%  0.10% △ 0.03% 8.94% 9.07% 

 うちＴｉｅｒⅠ比率 8.06%  0.11% △ 0.02% 7.95% 8.08% 

基本的項目（ＴｉｅｒⅠ） 20,195  61 △ 376 20,134 20,572 

補完的項目（ＴｉｅｒⅡ） 2,461 △ 47 △ 55 2,508 2,516 

 うち自己資本に計上された 
一 般 貸 倒 引 当 金 1,565 △ 16 △ 24 1,582 1,590 

 うち自己資本に計上された 
再 評 価 差 額 金 の 4 5 ％ 896 △ 30 △ 30 926 926 

控 除 項 目 －  －  － － － 
自 己 資 本 計 22,657  14 △ 431 22,643 23,089 
リ ス ク ア セ ッ ト 250,418  2,719 △ 3,993 253,138 254,411 

 

 

 

【連結】                                     （百万円） 
16年 9月末   16年 3月末 15年 9月末  

 16年 3月末比 15年 9月末比   

自 己 資 本 比 率 9.04%  0.10% △ 0.03% 8.94% 9.07% 

 うちＴｉｅｒⅠ比率 8.06%  0.11% △ 0.02% 7.95% 8.08% 

基本的項目（ＴｉｅｒⅠ） 20,194  62 △ 373 20,131 20,567 
補完的項目（ＴｉｅｒⅡ） 2,461 △ 47 △ 55 2,508 2,516 

 うち自己資本に計上された 
一 般 貸 倒 引 当 金 1,564 △ 16 △ 24 1,581 1,589 

 うち自己資本に計上された 
再 評 価 差 額 金 の 4 5 ％ 896 △ 30 △ 30 926 926 

控 除 項 目 －  －  － － － 
自 己 資 本 計 22,655  15 △ 428 22,640 23,084 
リ ス ク ア セ ッ ト 250,378 △ 2,719 △ 3,992 253,097 254,371 
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Ⅱ貸出金等の状況 
 

１．リスク管理債権の状況 
・未収利息不計上基準：自己査定における債務者区分が破綻懸念先、実質破綻先、破綻先である債務者に対する貸出金

の未収利息を不計上としております。 

 
【単体】     （百万円） 

16年 9月末   16年 3月末 15年 9月末  
 16年 3月末比 15年 9月末比   

 破 綻 先 債 権 額 1,850 △ 1,172 △ 1,640 3,022 3,490 

 延 滞 債 権 額 16,762  1,144  4,610 15,618 12,152 

 3 ヵ月以上延滞債権額 399  225  23 174 376 

 貸 出 条 件 緩 和 債 権 額 7,969 △ 1,639 △ 2,184 9,608 10,153 

リ ス ク 管 理 債 権 合 計 26,982 △ 1,442  809 28,424 26,173 

       

貸 出 金 残 高 （ 末 残 ） 340,094  183  3,152 339,911 336,942 

       

 破 綻 先 債 権 額 0.54% △ 0.34% △ 0.49% 0.88% 1.03% 

 延 滞 債 権 額 4.92%  0.33%  1.32% 4.59% 3.60% 

 3 ヵ月以上延滞債権額 0.11%  0.06%  0.00% 0.05% 0.11% 

 貸 出 条 件 緩 和 債 権 額 2.34% △ 0.48% △ 0.67% 2.82% 3.01% 

貸 出 金 残 高 比 合 計 7.93% △ 0.43%  0.17% 8.36% 7.76% 

 

 

【連結】                                            （百万円） 

16年 9月末   16年 3月末 15年 9月末  
 16年 3月末比 15年 9月末比   

 破 綻 先 債 権 額 1,850 △ 1,172 △ 1,640 3,022 3,490 

 延 滞 債 権 額 16,762  1,144  4,610 15,618 12,152 

 3 ヵ月以上延滞債権額 399  225  23 174 376 

 貸 出 条 件 緩 和 債 権 額 7,969 △ 1,639 △ 2,184 9,608 10,153 

リ ス ク 管 理 債 権 合 計 26,982 △ 1,442  809 28,424 26,173 

       

貸 出 金 残 高 （ 末 残 ） 340,094  183  3,152 339,911 336,942 

       

 破 綻 先 債 権 額 0.54% △ 0.34% △ 0.49% 0.88% 1.03% 

 延 滞 債 権 額 4.92%  0.33%  1.32% 4.59% 3.60% 

 3 ヵ月以上延滞債権額 0.11%  0.06%  0.00% 0.05% 0.11% 

 貸 出 条 件 緩 和 債 権 額 2.34% △ 0.48% △ 0.67% 2.82% 3.01% 
貸 出 金 残 高 比 合 計 7.93% △ 0.43%  0.17% 8.36% 7.76% 
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２．貸倒引当金の状況 【単体】    （百万円） 
16年 9月末   16年 3月末 15年 9月末  

 16年 3月末比 15年 9月末比   
 貸倒引当金 8,343 △ 2  2,026 8,345 6,317 

 一般貸倒引当金 2,810 △ 273  309 3,083 2,501 

 個別貸倒引当金 5,532  271  1,717 5,261 3,815 

 

 【連結】    （百万円） 
16年 9月末   16年 3月末 15年 9月末  

 16年 3月末比 15年 9月末比   
 貸倒引当金 8,343 △ 2  2,026 8,345 6,317 

 一般貸倒引当金 2,810 △ 273  309 3,083 2,501 

 個別貸倒引当金 5,532  271  1,717 5,261 3,815 

 

３．リスク管理債権に対する引当率【単体】    （百万円） 
16年 9月末   16年 3月末 15年 9月末  

 16年 3月末比 15年 9月末比   
リ ス ク 管 理 債 権 額 （Ａ） 26,982 △ 1,442  809 28,424 26,173 

担保等によるカバー分 （Ｂ） 17,678 △ 906 △ 451 18,584 18,129 

貸 倒 引 当 金  （Ｃ） 5,563  1,208  1,936 4,355 3,627 

引  当  率   （Ｃ /Ａ） 20.61%  5.29%  6.76% 15.32% 13.85% 

引 当 率  （Ｂ＋Ｃ）/Ａ 86.13%  5.43%  3.01% 80.70% 83.12% 

 

４．金融再生法開示債権    【単体】                             （百万円） 

16年 9月末   16年 3月末 15年 9月末  
 16年 3月末比 15年 9月末比   

 
破 産 更 生 債 権 及 び 
こ れ ら に 準 ず る 債 権 

7,094 △ 1,914 △ 2,063 9,008 9,157 

 危 険 債 権 12,481  1,789  5,575 10,692 6,906 

 要 管 理 債 権 8,369 △ 1,414 △ 2,161 9,783 10,530 

金融再生法開示債権合計 27,945 △ 1,539  1,351 29,484 26,594 

       

総 与 信 残 高 （末残） 346,133 △ 521  2,171 346,654 343,962 

       
 破 産 更 生 債 権 及 び 
こ れ ら に 準 ず る 債 権 

2.04% △ 0.55% △ 0.62% 2.59% 2.66% 

 危 険 債 権 3.60%  0.52%  1.60% 3.08% 2.00% 

 要 管 理 債 権 2.41% △ 0.41% △ 0.65% 2.82% 3.06% 

総 与 信 残 高 比 合 計 8.07% △ 0.43%  0.34% 8.50% 7.73% 

 

５．金融再生法開示債権の保全状況 【単体】                           （百万円） 

16年 9月末   16年 3月末 15年 9月末  
 16年 3月末比 15年 9月末比   

保 全 額 24,204 △ 985  968 25,189 23,236 

 貸 倒 引 当 金 6,400  188  1,696 6,212 4,704 

 担 保 保 証 等 17,804 △ 1,172 △ 727 18,976 18,531 

       

保全率（保全額/開示債権額） 86.61%  1.18% △ 0.76% 85.43% 87.37% 
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６．業種別貸出状況等   

①業種別貸出金 【単体】                                    （百万円） 

16年 9月末   16年 3月末 15年 9月末  
 16年 3月末比 15年 9月末比   

合   計 340,094  182  3,152 339,911 336,942 

 製造業 36,297 △ 1,825 △ 1,904 38,123 38,202 

 農業 1,034  117  170 917 864 

 林業 274  230 △ 72 43 346 

 漁業 184 △ 53  0 237 184 

 鉱業 －  －  － － － 

 建設業 37,162 △ 2,064 △ 2,259 39,227 39,422 

 電気・ガス・熱供給・ 
水道業 

3,071  95  36 2,976 3,035 

 情報通信業 2,543 △ 201 △ 423 2,745 2,967 

 運輸業 6,658 △ 184 △ 15 6,843 6,674 

 卸売・小売業 51,067 △ 2,703 △ 1,569 53,770 52,636 

 金融・保険業 9,350  2,113  409 7,236 8,941 

 不動産業 36,802 △ 361  704 37,164 36,098 

 各種サービス業 48,619 △ 178 △ 40 48,797 48,659 

 地方公共団体 10,466  1,018  950 9,448 9,515 

 その他 96,560  4,181  7,167 92,379 89,393 

 

 

 

②消費者ローン残高 【単体】    （百万円）

16年 9月末   16年 3月末 15年 9月末  
 16年 3月末比 15年 9月末比   

消 費 者 ロ ー ン 残 高 106,513  4,057  7,812 102,455 98,700 

 住 宅 ロ ー ン 残 高 90,005  3,747  6,514 86,258 83,490 

 そ の 他 ロ ー ン 残 高 16,507  310  1,297 16,197 15,210 

 

③中小企業等貸出金残高（末残）・比率 【単体】    （百万円）

16年 9月末   16年 3月末 15年 9月末  
 16年 3月末比 15年 9月末比   

中 小 企 業 等 貸 出 金 残 高 311,893  3,370  2,048 315,264 309,845 

中 小 企 業 等 貸 出 金 比 率 91.70 △ 1.04 △ 0.25 92.74% 91.95% 
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７．預金・貸出金の状況 

 

①預金・貸出金の残高 【単体】    （百万円） 
16年 9月末   16年 3月末 15年 9月末  

 16年 3月末比 15年 9月末比   
預 金（ 末 残 ） 440,794 9,537 10,598 431,257 430,196 

〃 （ 平 残 ） 430,950 △ 176 △ 1,627 431,127 432,578 

譲 渡 性 預 金（ 末 残 ） 2,250 △ 1,550 150 3,800 2,100 

〃 （ 平 残 ） 2,596 771 1,353 1,825 1,243 

預金＋譲渡性預金（ 末 残 ） 443,044 7,987 10,748 435,057 432,296 

〃 （ 平 残 ） 433,547 594 △ 274 432,952 433,821 

貸 出 金（ 末 残 ） 340,094 182 3,152 339,911 336,942 

〃 （ 平 残 ） 331,919 △ 2,300 △ 170 334,220 332,090 

 

②個人・法人別預金残高    【単体】                             （百万円） 

16年 9月末   16年 3月末 15年 9月末  
 16年 3月末比 15年 9月末比   

 個 人 預 金 348,340 6,801 9,665 341,538 338,674 
 法 人 預 金 84,206 3,667 5,768 80,539 78,437 
（注）１．譲渡性預金を除いております。 
２．法人は金融機関を除いております。 


